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す。なお、定員に達した時点で締め切ります。
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横浜市⽴⼤学救急医学教室
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救急診療や集中治療領域において、救急医が⾃ら実施するエコー検査は救急科専門医が習得すべき必
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療管理を⾏っている重症患者の病態把握に役⽴つエコー検査のスキルを“��¡¢£�” ¤¥X¦§¨

概念として提案します。2013年末にコース開発に着⼿して、主に後期研修医レベルを対象とした実際の

臨床現場をイメージした救急超⾳波トレーニングコースを企画しました。本邦オリジナルの救急超⾳波
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